
上
記
の

見
出
し
の

記
事
が
、

１
月
17
日

の
毎
日
新
聞
経
済
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
内
容
は
、
ビ
ー
ル
大
手
５
社
の
昨
年
度
出

荷
量
が
前
年
比
2.5
％
減
り
１
９
９
２
年
以
後

で
最
低
の
記
録
だ
と
の
事
。
数
年
前
か
ら
ビ
ー

ル
紛
い
の
「ビ
ー
ル
味
の
発
泡
酒
や
缶
酎
ハイ
」

が
発
売
さ
れ
、
所
得
の
低
い
、青
年
層
が
そ
れ

を
飲
む
様
に
な
った
事
も
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
初
期
、
酒
場
チ
ェ❘
ン
店
を
創
っ

て
い
た
祖
父
の
代
か
ら
酒
屋
三
代
目
。
戦
前
、

ユ
ニオ
ン
ビ
ー
ル
（現
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
）
の
セ
ー

ル
ス
さ
ん
（坂
倉
氏
？
）

が
、
祖
父
や
父
の
傍

で
話
を
し
て
い
る
傍
で

聞
い
て
い
た
。

そ
の
頃
の
縁
で
、
父
が
戦
後
（昭
24
）、
「酒
問

屋
」を
始
め
た
時
。占
領
軍
の
「独
占
禁
止
法
」

で
麦
酒
会
社
は
三
社
（朝
日
・麒
麟
.
日
本

（現
札
幌
）
し
か
無
く
、
朝
日
麦
酒
の
「特
約

代
理
店
」に
な
った
。
当
時
は
、
三
菱
系
の
「麒

麟
麦
酒
」は
シ
ェァ
も
低
く
、
関
西
で
は
『朝
日
』。

関
東
で
は
『日
本
（現
サ
ッ
ポ
ロ
）』が
、
圧
倒

的
に
優
位
を
占
め
て
い
た
。

そ
の
二
社
は
、
元
々
「大
日
本
麦
酒
（株
）」

だ
った
が
、
占
領
軍
の
財
閥
解
体
政
策
で
、
東

と
西
に
分
割
さ
れ
た
。
従
って
、ビ
ー
ル
の
シ
ェァ

は
、
名
古
屋
以
西
は
「朝
日
麦
酒
」

名
古
屋
以
東
は
「日
本
麦
酒
（現
サ
ッ
ポ
ロ）」

と
二
分
割
の
ロ
ー
カ
ル
化
さ
れ
た
。
シ
ェァ
が
、

低
く
い
麒
麟
麦
酒
（株
）は
、
分
割
さ
れ
ず
全

国
ブ
ラ
ン
ド
で
残
った
。
（麒
麟
優
位
の
原
点
）

終
戦
直
後
は
、
酒
類
市
場
は
、
日
本
酒
が

圧
倒
多
く
、
ビ
ー
ル
市
場
は
狭
か
った
が
、
朝

鮮
戦
争
が
起
こ
り
、
米
軍
軍
人
が
多
く
来
日
。

そ
れ
に
比
例
し
て
国
内
の
麦
酒
市
場
が
拡
大

市
場
も
拡
が
った
。
が
、
食
べ
物
や
飲
物
は
保

守
的
な
物
。
日
本
に
来
た
か
ら
と
言
って
「日

本
酒
」に
は
直
ぐ
に
馴
染
め
な
い
。
か
と
言
って

「ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
飲
み
た
い
」そ
こ
で
日
本
の

「ビ
ー
ル
」が
急
増
し
た
の
だ
と
思
う
。

当
時
の
メ
ー
カ
ー
別
で
は
、
ア
サ
ヒ
40
％
・

キ
リ
ン
31
％
・サ
ッ
ポ
ロ
12
％
戦
後
参
入
の
サ

ン
ト
リ
ー
16
％
だ
つ
た
。
一方
、
日
本
国
内
で

は
「洋
風
料
理
」が
、好
ま
れ
て
来
た
。
か
と
言
っ

て
ア
ル
コー
ル
飲
料
「バ
ー
ボ
ン
」や
「ス
コッ
チ
」よ

り
飲
み
な
れ
た
『ビ
ー
ル
』が
増
え
た
。

戦
後
の
ビ
ー
ル
会
社
は
、
朝
日
と
麒
麟
と
サ
ッ

ポ
ロ
の
三
社
だ
った
が
、
ど
の
会
社
も
、
甲
乙
を

付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
良
い
ビ
ー
ル
だ
った
。

一方
、
戦
後
、
米
不
足
で
日
本
酒
醸
造
制
限

さ
れ
て
「焼
酎
や
合
成
酒
」が
多
く
飲
ま
れ
た

居
た
が
、
世
間
が
落
ち
着
く
に
つ
れ
。
麦
酒
を

飲
む
人
が
増
え
た
。
そ
れ
で
、味
醂
焼
酎
が
主

力
の
、
伏
見
の
「宝
酒
造
」も
ビ
ー
ル
醸
造
を

始
め
た
。が
、既
存
の
ア
サ
ヒ
・サ
ッポ
ロ
・キ
リ
ン
・

の
メ
ー
カ
ー
各
社
が
、
宝
ビ
ー
ル
を
売
る
な
ら
、

特
約
店
か
ら
外
す
方
針
を
だ
し
た
。
既
に
ビ
ー

ル
は
、
日
本
酒
以
上
の
需
要
が
有
リ
、
既
存
の

特
約
を
解
除
さ
れ
る
危
険
を
冒
し
て
『宝
ビ
ー

ル
』を
売
ら
な
い
姿
勢
を
取
った
。
（私
共
の
会

社
も
）

戦
前
、
伏
見
の
四
方
（ヨ
モ
）酒
造
の
名
で
「松

竹
梅
」と
言
う
銘
柄
か
ら
出
発
し
、サ
ン
ト
リ
ー

と
並
ぶ
酒
業
界
の
王
者
双
璧
の
「宝
酒
造
」の

大
失
敗
で
撤
退
。
向
日
町
の
宝
の
「ビ
ー
ル
工

場
」は
、
麒
麟
ビ
ー
ル
の
工
場
に
な
っ
た
。
我

家
も
祖
父
母
の
代
、
四
方
酒
造
と
取
引
が

有
り
。
祖
母
き
ぬ
に
、
一
連
の
話
を
す
る
と
、

祖
母

（写
真
）は
、
「程
々

の
限
度
を
越
し

て
欲
ば
ら
は
っ

た
な
ぁ
。
」と
言

い
、
「10
貫
は
持

て
て
も
10
貫
百
匁
は
持
て
な
い
事
も
あ
る
さ

か
い
。
お
前
も
、
欲
ば
り
を
し
な
な
は
ん
な
や
」

と
言
い
ま
し
た
。
以
後
、
私
は
、
９
貫
目
で
満

足
す
る
と
決
め
て
い
ま
す
。
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◎
テ
ー
マ

は

「い
の
り
を
通
し
て
自
分
を
知
る

～
巨
大
仏
画
制
作
の
現
場
か
ら
～
」

ご
講
師
は
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

画
家
の
塩
澤
文
男
さ
ん62

歳
。

本
日
の
講
師
は
、

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

画
家
の
塩
澤
文
男
さ
ん
62
歳
。

テ
ー
マ
は

「い
の
り
を
通
し
て

自
分
を
知
る
～
巨
大
仏
画
制
作
の

現
場
か
ら
～
」

１
年
半
前
に
東
京
か
ら
京
都

へ

移
る
。
３
２
歳
の
と
き
、
岡
本
太

郎
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

常
人
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
感
性

に
触
れ
、
弟
子
に
。
京
都
に
深
く

か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
絵
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
申
し

出
た
若
者
と
の
出
会
い
か
ら
。
お

礼
を
し
た
い

け
ど
お
金
が

な
い
、
京
都

が
京
都
で
あ

り
続
け
る
た

め
に
人
が
来

る
よ
う
に
再

生
し
た
い
と
、

お
坊
さ
ん
を

紹
介
さ
れ
、

恩
師
岡
本
太

郎
さ
ん
も
か
か
わ
っ
た
仏
縁
を
得

る
。
３
０
０
年
間
保
管
す
る
と
い

う
申
し
出
に
応
え
、
酷
暑
の
４
２

度
や
、
火
災
防
止
の
た
め
真
冬
の

石
油
ス
ト
ー
ブ
禁
止
と
い
っ
た
過

酷
な
環
境
で
仏
画
制
作
に
打
ち
込

む
日
々
。
こ
ど
も
た
ち
に
制
作
現

場
を
見
せ
る
こ
と
も
力
を
入
れ
、

こ
ど
も
た
ち
は
先
入
観
が
な
く
、

本
物
を
見
抜
く
力
が
す
ご
い
と
。

絵
が
売
れ
る
の
も
う
れ
し
い
こ
と

だ
が
、
こ
ど
も
た
ち
に
そ
う
い
う

生
き
方
や
、
好
き
な
こ
と
を
継
続

す
る
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
が
ア
ー
ト
の
役

割
だ
と
い
う
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
示

せ
る
の
が
う
れ
し
い
と
。
東
京
か

ら
京
都
に
移
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と

は
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
、
祈
る
こ

と
が
恥
ず
か
し
く
な
く
な
っ
た
。

宗
教
の
セ
ク
ト
を
こ
え
て
祈
る
こ

と
の
大
事
さ
を
知
っ
た
。
京
都
は

祈
り
で
で
き
あ
が
っ
た
町
。
も
う

一
度
復
活
を
と
願
い
、
共
同
制
作

で
は
筆
致
が
異
な
る
の
で
、
全
部

ひ
と
り
で
制
作
。

制
作
現
場
を
見
る
こ
と
は
な
か

な
か
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
機
会
な

の
で
、
よ
ろ

し
け
れ
ば
妙
覚
寺

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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▽
私
は
、

尋
常
小
学

校
の
最
後
の
入
学
生
。
翌
年
か
ら
国

民
学
校
に
な
り
、
敗
戦
の
翌
年
て
旧

制
中
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

▼
入
学
は
し
た
が
、
先
生
が
「追
放
」

で
、
こ
ろ
こ
ろ
代
ら
れ
、
授
業
も
な
い

日
が
何
度
も
有
り
、
入
学
時
15
円
？

の
授
業
料
が
高
卒
時1200

円
。

▽
学
制
も
中
学
２
年
生
時
６
３
３
制

に
代
わ
り
ま
し
た
。
大
人
の
世
界
は

超
イ
ン
フ
レ
時
代
で
大
変
だ
った
が
、

子
供
た
ち
は
仲
良
し
た
。

▼
敗
戦
直
後
で
、
軍
人
学
校
か
ら

転
入
し
た
き
た
年
長
の
生
徒
も
ク
ラ

ス
に
数
人
お
り
、
暴
力
で
ク
ラ
ス
を
仕

切
り
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

▽
２
．
１
ゼ
ネ
ス
ト
が
起
ろ
う
と
し
て

い
た
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
他
の

友
人
達
が
「団
結
」し
、
集
団
で
抗

議
し
止
め
さ
せ
ま
し
た
。

▼
後
、
担
任
の
先
生
が
ク
ラ
ス
雰
囲

気
変
化
に
先
生
が
気
付
か
れ
、
グ
ル

❘
プ
の
仕
組
み
を
「組
運
営
」に
取

り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
名
を
「裸
木
会
」と
付
け
た
そ
の

会
、
先
生
が
没
さ
れ
た
後
も
存
在
し
、

今
も
、
年
１
～
２
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
友
人
中
に
一
人
欠
席
無
し

が
居
る
の
で
す
。

▼
最
近
は
「同
窓
会
」な
ど
な
い
所
が

多
い
様
で
す
。
私
等
の
年
代
は
小
・

中
・高
校
で
あ
り
ま
す
。
戦
中
戦
後

の
苦
し
い
い
時
代
を
共
に
、
学
び
遊

ん
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

▽
「友
有
り
、遠
方
よ
り
来
る
、
ま
た
、

楽
し
か
ら
ず
や
」と
私
も
出
来
る
限

り
参
加
し
て
い
ま
す
。
が
、
恩
師
は
全

て
お
亡
く
な
り
に
な
って
し
ま
い
生
徒

だ
け
。
で
も
激
減
で
す
。
。

▼
が
、
最
後
の
「校
歌
合
唱
」に
は
、

先
生
が
笑
顔
で
、
そ
の
場
に
居
ら
れ

る
様
に
思
え
る
の
で
す
。

※
今
号
は
発
行
が
遅
れ
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

ど
ん
つ
き

毎
月
七
日
：
恒
例
：

七
条
大
橋
を

キ
レ
イ
に
す
る
会

◎
日
時:

三
月
七
日

（水
）

◎
集
合
：
七
条
大
橋

・
東
詰
南

作
業
時
間

AM9

時
～~10;30

◇
掃
除
用
具

：
手
箒

：
雑
巾

・

小
さ
い
ス
コ
ッ
プ
等
は

各
自
ご
持
参
等
ご
持
参
く
だ
い
。

◇
終
了
後,

集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ2F

に
て

小

一
時
間
程

お
茶
を
飲
み
反
省
会

写
真
；
毎
回
ご
参
加
の

清
掃
協
力
中
の

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
の

お
二
人
様
で
す
。

ビ
ー
ル
離
れ

止
ま
ら
れ
ず



今
は
、
ビ
ル
に

建
替
え
た
が
、

そ
の
前
は
、
京

町
屋
特
徴
の
細
長
く
奥
行
き
が
深
い
家
。

七
条
に
面
し
た
「母
屋
」と
奥
の
蔵
の
間
に

小
さ
な
池
が
あ
る
庭
先
。
横
の
渡
り
廊
下

で
、
蔵
の
二
階
と
繋
が
る
。
そ
の
北
側
は
、

着
物
、
屏
風
、
貴
重
品
を
入
れ
「ガ
ラ
ガ
ラ
」

と
名
の
物
入
、
南
側
は
、
通
常
は
父
一
郎
の

部
屋
。
隔
離
出
来
る
の
で
、
病
人
が
出
た

場
合
は
、
病
室
に
使
わ
れ
て
い
た
。

私
の
一
番
幼
い
時
の
記
憶
は
、
そ
の
部
屋
の

窓
か
ら
聞
こ
え
る
爆
発
音
で
目
を
覚
ま
し

た
時
。
「お
祖
父
ち
ゃ
ん
、
何
の
音
」と
聞
く

と
「枚
方
火
薬
庫
が
爆
発
（写
真
）
し
て
る
、

又
、
赤
の
仕
業
ら
し
い
」と
言
い
、
「前
に
木

幡
の
火
薬
庫
も
や
ら

れ
た
、
赤
は
怖
い
奴
ら

だ
」と
言
い
、
「隣
り
の

Ｓ
看
板
屋
の
子
（稔
ち
ゃ

ん
）
と
、
遊
ん
だ
ら
あ

か
ん
ぞ
」と
加
え
た
。

理
由
は
Ｓ
さ
ん
は
ア
ナ
キ
ス
ト

？
で
、
自
店
の

表
看
板
に
、
日
本
空
軍
機
が
、
敵
弾
で
墜

落
し
て
い
る
絵
を
書
き
、
掲
げ
「ア
カ
」で
警

察
に
逮
捕
さ
れ
た
か
ら
だ
。
数
日
後
、
同

家
は
、
引
越
し
さ
れ
空
家
に
な
っ
た
。
そ
の

家
を
祖
父
が
購
入
、
「酒
場
」に
建
替
え
、

番
頭
の
「新
吉
」と
ん
に
、
嫁
を
世
話
し
、

「国
民
酒
場
」の
運
営
を
任
せ
た
。
そ
の
新
さ

ん
は
、
結
婚
後
、
兵
隊
に
と
ら
れ
戦
死
、
子

の
無
か
った
嫁
は
、
里
に
帰
り
、
酒
場
は
、
祖

母
が
主
で
営
業
を
続
け
た
。
昭
19
年
末
頃

か
ら
、
飲
食
店
用
の
酒
が
無
い
時
代
が
有

り
、
「国
民
酒
場
」も
休
業
を
し
た
。
昭
20

年
敗
戦
直
後
の
九
月
一
日
、
徴
用
で
広
島

付
近
の
工
場
で
被
病
し
、
我
店
創
業
者
祖

父
喜

一
郎
が
58
才
で
亡
く
な
っ
た
。
当
時

の
相
続
法
で
、
長
男
の
父
一
郎
が
、
家
督

相
続
を
し
た
。
祖
母
き
ぬ
や
、
父
の
姉
も
極

僅
か
の
相
読
だ
った
よ
う
だ
。

酒
販
業
は
、
醸
造
か
ら
販
売
ま
で
、
昭
和

13
年
か
ら
『酒
税
』
の
関
係
で
「大
蔵
省
の

管
理
下
」に
な
り
「醸
造
か
ら
販
売
」ま
で
。

「免
許
」が
要
る
様
に
な
っ
た
。
煙
草
や
塩
も

民
営
か
ら
専
売
局
に
同
時
期
に
移
さ
れ
た
。

そ
れ
迄
は
、
ど
こ
で
も
売
れ
た
酒
が
、
販
売

免
許
制
に
な
り
、
「企
業
整
備
」を
「錦
の
御

旗
」に
、
（昭
14
？
）廃
業
を
強
い
ら
れ
る
店

も
多
か
っ
た
ら
し
く
、
大
蔵
省
か
ら
、
廃
業

整
備
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
た
祖
父
が
、
お

国
の
命
令
だ
け
れ
ど
「（強
制
的
）廃
業
通
知

書
」を
対
象
の
店
の
店
に
お
渡
し
に
行
く
の

が
辛
い
と
嘆
い
て
い
た
。
酒
、
煙
草
等
の
免

許
制
は
、
若
干
変
った
が
現
在
も
有
る
。

祖
父
は
優
し
い
人
で
、
何
度
も
岡
崎
動
物

園
や
、
魚
釣
り
に
に
連
れ
て
呉
れ
た
思
い
出

す
。
今
は
我
が
、
爺
々
な
の
に
。

お
知
ら
せ
と
お
礼

※
こ
の
欄
は
、
例
月
、
石
動
敬
子
様
の

ご
原
稿
を
掲
載
さ
せ
て
戴
い
て
い
た

「欄
」
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
が
、
ご
投

稿
が
な
く
慌
て
て
石
動
様
に
、
確
認
致

し
ま
す
と
、
⒓
月
で
投
稿
を
終
る
通
知

し
た
と
仰
り
ま
し
た
。
ご
連
絡
を
見
落

し
た
の
で
し
ょ
う
。
昔
風
に
言
う
と
私

も
84
歳
、
ボ
ケ
が
来
た
の
で
し
ょ
う
。

石
動
敬
子
様
、
長
い
間
、
ご
投
稿
の

ご
協
力
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
後
も
、
時
折
で
結
構
で
す
が
、

ご
投
稿
を
頂
戴
出
来
れ
ば
嬉
し
く
存
じ

ま
す
。

編
集
者

酒
谷
義
郎

⑮
で
書

き
ま
し
た

が
、
小
学

２
年
生
迄
、

祖
父
母
に
育
て
ら
れ
、
貞
教
尋
常
小
学

校
に
入
学
も
祖
母
と
一
緒
で
し
た
。
当

日
は
雨
降
り
、
校
門
を
入
る
と
、
６
年

生
の
お
方
が
、
傘
預
か
り
係
で
、
祖
母

が
近
所
の

「オ
ー
ツ
ル
ヤ
」
さ
ん
の
お

嬢
さ
ん
だ
と
教
え
て
呉
れ
ま
し
た
。
同

店
は
、
京
都
で
１
番
早
く
、
現
金
廉
価

販
売
を
始
め
ら
れ
た
お
店
で
し
た
。
今

で
言
う

「ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の

先
駆
者
で
し
た
。

随
分
年
月
の
過
ぎ
私
が
大
學

一
回
生

時
、
バ
イ
ト
を
し
た
京
都
市
商
工
局
外

郭
団
体
の

「公
開
経
営
指
導
協
会
」
に

ご
参
加
な
さ
っ
て
い
て
、
随
分
と

「商

売
の
原
点
」
を
お
教
え
戴
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
事
か
ら
、
京
都
は
狭
い
町
、
近

所
付
き
合
い
を
第

一
に
す
べ
き
と
心
し

な
が
ら
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

も
う

一
つ
の
例
は
、
今
月
一
六
日
午

後
３
時
、
碑
前
で
献
花
祭
を
実
施
す
る

「馬
町
瀑
撃
之
地
」
の
碑
で
す
。

東
日
本
大
地
震
の
際
、
昔
に
建
立
さ

れ
た

「石
碑
」
の
お
陰
で
、
多
く
の
人

が
助
か
っ
た
事
を
Ｔ
Ｖ
放
映
で
知
り
ま

し
た
。
も
の
言
わ
な
い
石
碑
が
、
有
り

無
し
で
、
多
く
の
人
の
命
が
助
か
る
か
、

助
か
ら
な
い
と
別
れ
る
こ
と
あ
る
の
だ

と
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て

「馬
町
瀑
撃
」
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
丁
度
そ
の
頃
、
宇
治
市
の
住

ま
い
を
売
り
、
旧
修
道
小
学
校
区

「馬

町
」
に
移
転
し
た
の
で
す
。

空
襲
を
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
て

い
る
京
都
市
で
多
数
の
死
傷
者
を
だ
し

た
空
襲
は

「西
陣
と
馬
町
」
。
そ
の
西

陣
に
は
、
慰
霊
碑
が
早
く
に
建
立
さ
れ

て
い
た
が
、

「馬
町
」
に
無
い
と
気
付

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
早
く
か
ら
知
っ

て
居
ま
し
た
が
、
他
学
区
の
住
人
が
言

う
事
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
爆
撃
の
学
区
の
住
人
に
な
り
、
親

し
い
人
も
出
来
て
い
た
の
で

「馬
町
瀑

撃
之
碑
」
建
立
を
提
案
を
し
ま
し
た
。

同
じ
想
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
方
も
多

く
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
、
話
は
進
み
、

多
く
の
寄
付
金
も
即
、
集
ま
り

「碑
の

建
立
」
が
出
来
ま
し
た
。
同
時
に
、
以

後
も
毎
年
、

一
月
一
六
日
の
、
爆
撃
の

有
っ
た
日
に

「献
花
の
集
会
」
を
す
る

事
も

「自
治
連
合
会
」
で
決
ま
り
ま
し

た
。
今
年
も
、

一
月
一
六
日
三
時
か
ら

旧
修
道
学
校
内

『碑
前
』
献
花
祭
が
実

施
さ
れ
多
数
の
ご
参
加
が
有
り
ま
し
た
。
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な
ん
だ

坂

こ
ん
な
坂
⑰

年
に
違
わ
ず
伏
見
稲
荷
大
社
は
初
も

う
で
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
元
商
店

街
の
皆
さ
ん
は
お
正
月
休
み
ど
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
総
出
の
大
仕
事
の

時
期
で
す
。
初
も
う
で
客
は
外
国
人
は

少
な
く
、
圧
倒
的
に
日
本
人
で
す
か
ら
、

店
頭
に
並
ぶ
土
産
物
も
日
頃
と
は
少
し

様
子
が
違
う
よ
う
で
す
。
昔
か
ら
あ
る

煎
餅
屋
、
饅
頭
屋
、
神
具
店
な
ど
が
売

れ
筋
の
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
１
２
月
１
５
日
に
京
都
市
が
２

０
１
６
年
の
観
光
消
費
が
京
都
市
内
に

与
え
た
経
済
波
及
効
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
効
果
は
１
兆
１
７
７
２
億
円
で
市
内

生
産
額
の
１
・４
倍
で
、
市
は
「観
光
産
業

が
京
都
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
」と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
を
見
て
い
る
と
大
変
結
構
な
事

で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
安
な
こ
と
も
多
く

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
観
光
を
経
済
指

標
だ
け
で
み
れ
ば
京
都
市
の
評
価
の
通

り
と
思
い
ま
す
が
、
京
都
市
民
の
日
常
生

活
と
の
関
係
で
は
問
題
が
山
積
し
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
民
泊
問
題
、
ホ
テ
ル
の
建

設
ラ
ッ
シ
ュ、
観
光
資
源
の
維
持
保
全
等
々
。

京
都
の
観
光
文
化
が
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
古
き
良
き
伝
統
ば
か
り
に

こ
だ
わ
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
「観
光
産
業
と
は
何
か
」を
も
う

一
度
原
点
か
ら
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
よ
う
で
す
。
京
都
市
民
全
体
が
観
光

客
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
入
れ
交
流
す
る

文
化
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
京
都
観
光
の

将
来
は
危
う
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

目
先
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
に
ら
ん
で

京
都
観
光
を
金
儲
け
だ
け
で
考
え
て
い
て

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

幸
い
に
今
年
は
戌
年
で
す
。
戌
年
生
ま
れ

の
人
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
性
格
の
人
が
多
い

そ
う
で
す
。
今
年
は
こ
れ
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

「誠
実
で
真
面
目
な
性
格
。
頑
固
で
自

分
の
評
価
は
め
っ
た
に
変
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
用
心
深
い
と
こ
ろ
が
あ
り
す

ぐ
に
は
心
を
開
き
ま
せ
ん
の
で
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

こ
の
人
と
決
め
れ
ば
一
途
に
身
を
て
い
し

て
献
身
的
に
つ
く
し
ま
す
。
恩
や
義
理
を

重
ん
じ
る
律
儀
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。
１

２
月
か
ら
冬
型
の
気
圧
配
置
が
続
き
、
こ

の
伏
見
か
ら
は
西
山
の
雪
景
色
が
し
ば
し

ば
眺
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
地
に
は
昔
か
ら

た
く
さ
ん
の
鶉
が
棲
ん
で
い
て
鶉
の
里
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
詠
ま

れ
た
句
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

狩
り
に
こ
し
鶉
の
床
の
荒
れ
は
て
て

冬
深
草
の
野
辺
ぞ
淋
し
き

後
鳥
羽
院

護
上
人
作
の
尊
像
が
あ
る
。
た
だ
近
年
、

墓
地
造
成
の
た
め
か
竹
藪
が
か
な
り
切

稲
荷
山

ぶ
ら
り
散
策
記

㊳

越
智
薫
史

な
ん
だ
坂

こ
ん
な
だ
坂
⑯



七
条
大

橋
か
ら
真

東
を
見
る

と
、
こ
ん
も
り

美
形
の
山
、
東

山
三
十
六
峯
の

一
つ

「阿
弥
陀
ヶ
峰
」
が
見
え
ま
す
。

七
条
通
り
を
そ
の
方
向
に
進
む
と
、
智

積
院
山
門
。
直
ぐ
北
に

「豊
国
廟
参
道
」

（
写
真
）
の
石
碑
。

こ
れ
は
明
治

13

年
（18

8
0

）、
こ
の

道
の
先
豊
臣
秀
吉

の
墓
所

豊
国
廟
（ほ
う
こ
く
び
ょ
う
）
が
修

築
時
の
も
の
で
す
。
指
示
通
り
坂
道
を

進
む
と

「京
都
女
子
学
園
」
が
有
り
、

通
学
路
で
多
数
の
女
子
学
生
生
徒
が
往

来
し
ま
す
。
そ
れ
で
今
、
坂
は
（通
称
）

「女
坂
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
登
下

校
時
間
は
、
余
程
心
臓
が
強
い
男
性
で

無
い
と
、

一
人
で
歩
き
難
い
程
の
女
性

ラ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
す
。

更
に
、
新
日
吉

（イ
マ
ヒ
エ
）
神
社

と
学
校
と
神
社
に
道
を
更
に
阪
を
東
へ
、

そ
の
ド
ン
ツ
キ
の
、
石
階
段
上
の
鳥
居

を
く
ぐ
る
と
広
場
が
有
り
ま
す
。
そ
こ

が

「太
閤
坦
（タ
イ
コ
ウ
ダ
イ
ラ
）」
で
す
。

現
在
の
広
場
状
態
は
、

一
部
駐
車
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
が
、
過
っ
て
は
秀
吉

公
を
祀
る

「豊
国
神
社
」
が
有
っ
た
場

所
と
聞
い
て
い
ま
す
。
櫻
の
木
が
多
く
、

近
く
の
人
達
が
、
お
花
見
に
来
ら
れ
る

隠
れ
た

「花
見
の
名
所
」
で
す
。
私
の

子
供
時
代
、
毎
年
、
番
頭
さ
ん
か
ら
丁

稚
ま
で
隣
近
所
の
人
に
も
加
わ
っ
て
貰

い
毎
年

「お
花
見
会
」
を
し
ま
し
た
。

又
、
戦
後
の
少
年
時
代
は
絶
好
の
遊
び

場
、
「タ
ー
ザ
ン
」
や

「イ
ン
デ
ア
ン
」

ご
っ
こ
」
で
、
山
を
駆
け
回
っ
て
い
ま

し
た
。
今
は
子
供
の
姿
は
マ
レ
。

そ
の
太
閤
坦
か
ら

「阿
弥
陀
が
峰
」

山
頂
へ5

6
3

石
段

（写
真
下
）
を
上
る

と
、
豊
臣
秀
吉
公
遺
言
で
造
営
の
豊
国

廟
（写
真
上

）
が
有
り
ま
す
。
建
設
当

時
の
神
社
と
、
徳
川
家
康
に
破
壊
さ
れ
、

豊
臣
秀
吉
公
の
墓
も300

年
ほ
ど
放
置

さ
れ
て
ま
し
た
が
、
明
治
天
皇
の
意
向

そ
の
明
治
13
年

（
1
880

）
に
現
在
の

姿
修
築
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
石
階
段
の
中
程
に
御
門
（写
真
・中
）

が
有
り
ま
す
。
恐
ら
く
身
分
で
上
下
で
、

こ
こ
で
区
分
け
し
、
下
は
、
こ
こ
で
待

せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
年

一
・
二
度
、
こ
の
石
段
を

登
り
、
墓
所
も
、
お
参
り
は
し
ま
す
が
、

主
目
的
は
体
力
テ
ス
ト
。
休
ま
ず

一
気

に
何
段
迄
上
れ
る
か
の
で
自
分
の
体
力

測
定
を
す
る
た
め
で
す
。

大
病
し
た
年
を
除
き
毎
年
で
し
た
が
、

昨
年
は
後
二
十
段
残
し
て
バ
テ
ま
し
た
。

歳
に
は
勝
て
無
い
の
か
な
ぁ
？
で
す
。

85
才
に
な
っ
た
今
年
は
マ
ダ
。

「年
寄
の
に
冷
水
」
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
気
を
付
け
な
が
ら
、

気
候
の
良
い
五
月
頃
挑
戦
の
予

定
で
す
。
ご

一
緒
に
兆
戦
の
、

お
方
歓
迎
・詳
細
は
5
月
号
告
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京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

し
ち
じ
ょ
う

と
お
り

七
条
通
㉘

京
都
一の
通
り

77

東
山
三
条

を
出
発
し

た
市
電
は
、

東
大
路
通
を
南
下
し
て
行
き
ま
す
。
交
差

点
か
ら
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
、
東
西
に
横
切
る

細
い
道
を
通
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
か
つ
て
の
東

海
道
で
す
。

今
の
三
条
通
が
、
東
海
道
だ
と
思
わ
れ
勝

ち
で
す
が
、
前
回
に
も
記
し
ま
し
た
が
、こ
の

付
近
の
三
条
通
は
、
昭
和
に
な
って
か
ら
新

設
・拡
幅
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
通
り
が
京

と
江
戸
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

市
電
か
ら
見
え
る
風
景
は
、
三
条
通
ま

で
見
ら
れ
た
寺
院
は
も
う
な
く
、
小
さ
な

商
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
い
ま
も
健
在
な
鉄
道
模
型
店
に
記
憶

が
甦
り
ま
す
。
小
学
校
の
こ
ろ
、
小
遣
い
を

握
り
し
め
て
、
自
転
車
で
よ
く
訪
れ
た
も
の

で
す
。
も
う
ひ
と
つ
、
市
電
時
代
に
は
、
西

側
に
“ゲ
テ
モ
ノ
屋
”が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

古
道
具
店
な
の
で
す
が
、
“こ
ん
な
も
の
ま
で
”

と
思
う
よ
う
な
品
々
が
、
店
の
二
階
ま
で

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
道
行
く
人
が
珍
し

そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
電

時
代
か
ら
、
人
気
を
保
ち
続
け
て
い
る
の
が
、

カ
バ
ン
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
造
って
い

る(

※
一
澤
帆
布
店)

で
、
当
時
か
ら
、
店
の

前
で
入
店
を
待
つ
列
が
で
き
て
い
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
、
お
家
騒
動
の
あ
と
に
分
か
れ

た
店
も
で
き
て
、
観
光
客
で
活
況
を
呈
し
て

い
ま
す
。

東
大
路
通
の
一
筋
東
に
平
行
し
て
い
る
の

が
、
古
川
町
商
店
街
で
、
昔
か
ら
食
料
品

や
日
用
品
を
扱
う
店
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

以
前
ほ
ど
の
活
気
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マの
ロケ
に
使
わ
れ
る
店
な
ど
も
あ
っ

て
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
ま
も
な
く
到
着
す
る
の
が
、
「知

恩
院
前
」の
停
留
場
で
す
。
交
差
点
の
前
の

道
を
東
へ行
く
と
、
す
ぐ
に
白
川
を
渡
る
石

橋
が
あ
り
ま
す
。
白
川
の
清
流
と
川
沿
い
の

柳
が
、
京
都
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
付
近
に

は
、
川
床
や
、
千
日
回
峰
行
を
終
え
た
行

者
が
、
京
の
町
に
入
洛
す
る
と
き
最
初
に

渡
る
行
者
橋
も
あ
って
、
観
光
客
で
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。
正
面
に
は
、
知
恩
院
の

古
門
が
見
え
ま
す
。
華
頂
学
園
の
校
舎
に

囲
ま
れ
た
、
華
頂
通
を
上
が
って
行
く
と
、

知
恩
院
の
境
内
に
突
き
当
た
り
ま
す
。

知
恩
院
は
浄
土
宗
の
総
本
山
で
す
。
承

安
五
年
（
一
一
七
五
）、
浄
土
宗
開
祖
で

あ
る
法
然
が
東
山
に
草
庵
を
結
び
、
布
教

を
行
っ
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
、
弟
子
の
源

智
に
よ
って
諸
堂
が
建
て
ら
れ
、
知
恩
院
大

谷
寺
と
な
り
ま
し
た
。
「知
恩
」の
名
は
、
弟

子
達
が
法
然
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
行
った

「知
恩
講
」に
由
来
し
ま
す
。
江
戸
時
代
に

な
る
と
、
浄
土
宗
に
帰
依
し
た
徳
川
家
に

よ
って
現
在
の
大
伽
藍
が
築
か
れ
ま
す
。

知
恩
院
で
の
見
も
の
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

有
名
な
の
は
、
わ
が
国
最
大
の
二
重
門
で

あ
る
三
門
（山
門
）で
し
ょ
う
。
元
和
七
年

（
一
六
二
一
）に
徳
川
秀
忠
の
命
に
よ
り
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
高
さ
二
四
メ
ー
ト
ル
、
屋

根
瓦
は
七
万
枚
、
「華
頂
山
」の
額
は
畳
二

畳
以
上
も
あ
り
、
御
影
堂
と
と
も
に
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
大
晦

日
に
除
夜
の
鐘
で
撞
か
れ
る
、
知
恩
院
の

大
鐘
は
、
日
本
最
大
級
の
大
梵
鐘
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
僧
侶
が
最
大
限
の

力
を
振
り
絞
って
、
独
特
の
作
法
で
鐘
を
打

ち
鳴
ら
し
ま
す
。
生
活
感
の
あ
る
街
並
み

と
、
知
恩
院
の
伽
藍
が
調
和
を
見
せ
る
、

知
恩
院
前
で
し
た
。

市
電
が
走

っ
た

京
都
を
巡
る

福
田
静

二

84

東
大
路
を
南
下
す
る
市
電

知
恩
院
前
に
到
着
し
た
市
電

豊
臣
秀
吉
公
御
墓
所

太
閤
坦



相
続
で

引
継
い
だ

二
軒
で
開

業
し
た
東

側
の
う
ど
ん
屋
「
め
ん
坊
」
も
、
西
側

の
酒
小
売
株
・
サ
カ
タ
ニ
も
順
調
に
売

上
利
益
は
伸
び
た
。
酒
卸
業
に
携
わ
っ

て
い
た
時
の
ル
ー
ト
で
業
界
の
情
報
が

先
取
り
出
来
た
お
陰
だ
。
古
家
と
の
二

軒
家
は
、
使
い
勝
手
が
悪
い
と

一
つ
の

ビ
ル
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

其
処
へ
銀
行
が
貸
す
相
手
を
探
す
程
の

不
景
気
が
来
た
。
建
築
不
況
も
重
な
り
、

ビ
ル
化
の
見
積
り
を
数
社
で
取
り
、
横

田
建
設
で
現
在
の
ビ
ル
を
建
て
新
建
た
。

借
入
を
返
せ
る
程
の
仕
事
に
「
コ
ン

ビ
ニ
」
フ
ァ
ミ
リ
マ
ー
ト
を
選
ん
だ
。

交
渉
相
手
は
、
後
に
、
同
社
常
務
に
な

ら
れ
た
市
原
譲
氏
、
氏
が
、
ビ
ル
設
計

詳
細
原
案
と
資
金
の
低
額
利
子
提
供
で

協
力
し
て
下
さ
っ
た
か
ら
。

三
階
は
住
居
、
二
階

は
別
会
社
で
「
う
ど

ん
屋
の
東
山
め
ん
坊
」

に
し
た
。

建
設
前
の
段
階
か

ら
、
⇒
新
聞
折
込
と
建
設
用
の
囲
い
の

上
に
ク
イ
ズ
付
宣
伝
（特
賞
は
ハワ
イ
旅
行
）を
し

た
。
開
店
当
日
の
売
上
目
標
を
三
百
万

円
に
し
て
。
開
店
当
日
は
、
そ
れ
を
越

し
た
。
こ
の
記
録
は
、
ズ
ー
と
後
、
東

京
湾
横
断
橋
に
フ
ァ
ミ
マ
の
店
」
が
出

来
る
迄
、
破
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

少
し
逸
れ
る
が
、
広
告
は
成
果
を
上

げ
な
け
れ
ば
役
に
立
た
な
い
。

そ
れ
に
は
、
説
明
で
は
ダ
メ
で
見
た
人

の
頭
の
中
に
、
強
い
印
象
を
与
え
る
事

が
大
事
。
我
社
の
「
考
え
な
い
と
判
ら

な
い
」
広
告
は
、
近
く
の
京
都
女
子
学

園
で
も
話
題
に
な
り
、
開
店
日
に
、
ご

来
店
の
学
生
も
多
か
っ
た
。
そ
し
て

30
年
後
も
多
く
来
て
く
だ
さ
る
。

こ
の
方
法
は
、
青
年
時
代
、
政
治
運

動
に
、
強
く
深
く
関
わ
っ
て
居
た
事
が

あ
り
、
そ
の
頃
の
経
験
を
生
か
し
た
。

内
容
を
書
く
と
「
公
安
条
例
違
反
」
の

恐
れ
の
集
会
の
有
る
告
知
チ
ラ
シ
で
、

場
所
と
時
間
と
大
き
な
「？
」マ
ー
ク
の

み
書
き
配
布
、
常
よ
り
多
く
の
参
加
者

が
あ
っ
た
の
だ
。
「
？
が
何
か
」
と
確

か
め
た
い
人
が
多
い
か
ら
。
強
く
説
明

す
る
よ
り
、
興
味
を
持
っ
て
貰
う
方
が

効
果
が
有
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
。

今
月
で
85
歳
に
な
っ
た
私
。
青
年
時

代
の
事
は
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
に
は
書

か
無
か
っ
た
。
で
も
、
そ
の
頃
の
、
経

体
験
が
あ
っ
て
今
が
有
る
と
思
う
。

差
し
障
り
の
な
い
範
囲
で
、
こ
れ
か
ら

も
書
こ
う
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
る
。

「ブ
ル
ー
ム
ー
ン
」

と
い
う
言
葉
を
、
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
？

一
月

に
二
度
の
満
月
が
起

こ
る
、
そ
の
二
度
目
の
満
月
を
、
俗
に
「ブ
ル
ー

ム
ー
ン
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

最
近
は
同
名
の
ビ
ー
ル
も
販
売
さ
れ
て
い

る
の
で
、
お
酒
を
た
し
な
ま
れ
る
方
に
は
馴
染

み
の
あ
る
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
「ブ
ル
ー

ム
ー
ン
」と
い
う
名
前
の
ビ
ー
ル
は
、
ア
メ
リ
カ

で
一
九
九
五
年
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
る
、
ベ

ル
ギ
ー
ス
タ
イ
ル
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
す
。
オ

レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
を
原
材
料
に
つ
か
っ
て
い
る
た

め
、
爽
や
か
な
香
り
と
少
し
甘
い
口
あ
た
り

が
あ
り
女
性
に
人
気
で
す
。
こ
の
ビ
ー
ル
の

名
前
の
由
来
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「滅
多
に
な

い
こ
と
」を
意
味
す
る
英
語
の
こ
と
わ
ざ
「ワ

ン
ス
・イ
ン
・ア
・ブ
ル
ー
そ
う
ム
ー
ン
」か
ら
つ
け

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

一
月
に
二
度
の
満
月
が
起
こ
る
こ
と
は
、

滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
月
の
満
ち
欠

け
の
周
期
は29

.5
3
0
9
8
5

日
と
一
月
の
長
さ

よ
り
短
い
た
め
、
何
年
か
に
一
度
は
、
一
月

の
中
で
満
月
が
二
度
起
こ
り
ま
す
。
去
る
一

月
三

一
日
は
、
そ
の
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
で
し
た
。

し
か
も
こ
の
日
は
、
満
月
に
な
る
時
刻
に
皆

既
月
食
が
起
こ
り
、
と
て
も
珍
し
い
「赤
い
ブ

ル
ー
ム
ー
ン
」に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
も
う

一
度
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
を
楽
し

め
る
と
て
も
貴
重
な
年
で
す
。
ブ
ル
ー
ム
ー
ン

は
、
二
〜
三
年
に
一
度
の
頻
度
で
発
生
し
ま

す
が
、
一
年
に
二
度
の
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
が
発

生
す
る
の
は
十
九
年
に
一
度
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
貴
重
な
次
の
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
は
、
三
月
三

一
日
。
こ
の
日
も
、
月
が
満
月
に
な
る
時
刻

が
日
本
で
は
夜
の
た
め
、
お
天
気
が
よ
け
れ

ば
ま
ん
丸
な
お
月
様
を
観
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

滅
多
に
な
い
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
だ
け
に
、
こ
の

月
を
見
る
と
「幸
せ
に
な
れ
る
」と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
。

東
山
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
、
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
は
、
そ

ん
な
幸
せ
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ

る
満
月
を
見
上
げ
た
時
の

気
持
ち
を
、
曲
に
し
た
た

め
ま
し
た
。
「ブ
ル
ー
ム
ー
ン
」と
い
う
名
前
の

そ
の
曲
は
、
き
っ
と
春
の
満
月
の
光
の
よ
う
に

穏
や
か
で
あ
た
た
か
く
、
そ
し
て
オ
レ
ン
ジ
香

る
ビ
ー
ル
の
よ
う
に
爽
や
か
で
甘
く
、
皆
さ
ま

の
心
に
響
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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▽
今
2
月

で
221
号
の

「と
ん
か
ら
り
ん
」で
す
が
、

１
月
に
続
い
で
、
１
０
日
以
上

大
幅
に
お
届
け
が
遅
く
れ
ま
し

た
。
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
「と
ん
か
ら
り
ん
」だ
け
で
な

く
、
日
常
で
も
単
純
な
ミ
ス
や

物
忘
が
多
く
、
自
分
は
、
無
意

識
で
す
が
、
、
周
り
方
に
、
ご
迷

惑
を
、
お
掛
け
て
い
ま
す
。

▽
昨
年
辺
り
か
ら
、
そ
の
傾
向

が
強
く
な
り
、
今
や
85
歳
に
な

り
「高
齢
者
障
害
」が
始
ま
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

本
人
は
、
マ
ダ
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
。

▼
耳
は
、
少
し
？
遠
く
な
り
ま

し
た
が
、
先
々
月
の
検
査
で
は
、

裸
眼
で
左
右
1.5
で
し
た
。
新
聞

も
少
々
無
理
す
れ
ば
老
眼
鏡

は
不
要
で
す
。
若
い
時
に
酷
使

し
な
か
った
成
果
で
し
ょ
う
。

▽
主
た
る
事
業
は
、
年
中
無
休

「フ
ァ
ミ
マ
」で
す
。
深
夜
～
朝
勤

の
勤
務
者
に
「ご
苦
労
さ
ん
」と

声
を
掛
け
る
の
で
、6
時
半

「店
」に
入
り
，
序
で
に
レ
ジ
締

め
等
の
実
務
も
し
ま
す
。

▼
元
々
は
「酒
屋
」で
配
達
も
し

て
お
り
、
百
年
そ
の
繋
が
り
を

残
そ
う
と
「友
の
会
」を
つ
く
り

会
員
様
に
「と
ん
か
ら
り
ん
」を

お
届
け
し
な
が
ら
今
に
な
り
ま

し
た
。

▽
残
念
な
が
ら
歳
に
は
勝
て
ず
、

誤
記
入
だ
け
で
な
く
人
様
に

失
礼
、
ご
迷
惑
を
事
を
書
き
ま

し
た
。
も
う
限
界
と
思
い
、3

月
号
以
後
、
月
刊
発
行
を
随

時
に
変
更
と
思
案
中
で
す
。

▼
ご
投
稿
者
様
、
社
内
で
も
マ

ダ
相
談
せ
ず
未
決
定
す
が
。

何
ん

だ

坂

こ
ん
な
坂
⑱

朝

目
が

覚
め
る
と
、

雪
が
積
も

て
い
ま
し
た
ね
。
市
内
で
は
初
め
て
の
積
雪

で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？
氷
点
下
四
十
八

度
の
寒
気
が
南
下
し
、
日
本
全
体
が
寒
さ

に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
国
々
も
、
昨
今

の
異
常
気
象
に
ま
い
って
い
て
、
北
の
方
の
国
々

で
は
、
出
歩
い
て
い
た
動
物
が
そ
の
ま
ま
の

形
で
凍
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

氷
点
下
四
十
八
度
が
そ
の
ま
ま
地
上
に

降
り
て
き
た
ら
、
日
本
は
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
？
氷
点
下
二
度
で
エ
ア
コ
ン

の
効
き
が
悪
く
な
る
の
で
す
か
ら
、
き
っ
と

住
め
る
も
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
ね
。
北
の
国
々

の
よ
う
な
防
寒
具
も
な
く
外
に
出
ら
れ
る

は
ず
も
無
く
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
止
ま
る
の
で

し
ょ
う
。

水
道
管
は
氷
点
下
四
度
で
破
裂
す
る
そ

う
で
す
。
今
朝
は
氷
点
下
三
．
六
度
ま
で

下
が
っ
た
そ
う
な
の
で
、
危
な
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
日
中
洗
濯
物
を
外
で
乾
か
し
て
い
た
ら
、

洗
濯
物
が
凍
っ
て
氷
柱
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
凍
っ
て
か

ら
暖
か
い
部
屋
で
乾
か

す
と
、
乾
き
が
い
い
よ
う
な
気
も
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ

う
な
る
と
お
話
は
別
で
す
。
余

分

な

水

分
を
落
と
し
切
ら
な
い
内
に

凍
っ
た
た
め
、
午
前
中
に
干
し
た
時
点
の
水

分
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。こ

う
な
っ
て
み
る
と
、
花
粉
症
は
嫌
で
す

が
、
早
く
あ
た
た
か
く
な
っ
て
欲
し
い
な
と

春
の
訪
れ
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

鳥
が
飛
び
、
蛹
か
ら
脱
却
し
た
虫
が
成
虫

に
な
っ
て
飛
び
回
る
。
花
が
咲
き
良
い
香
り

を
空
気
の
中
に
包
み
込
ま
せ
、
太
陽
が
生

き
物
を
暖
か
く
迎
え
入
れ
る
。
何
と
素
晴

ら
し
い
の
で
し
ょ
う
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

冬
が
厳
し
く
な
っ
た
分
、
春
は
希
望
に
満
ち

て
い
ま
す
。

暖
か
く
な
っ
た
ら
ど
こ
に
行
き
ま
し
ょ
う
？

何
を
し
ま
し
ょ
う
？
寒
い
間
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？
や
は
り
、
何
か
を
す

る
に
は
冬
と
夏
以
外
。
今
で
は
も
う
短
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
春
と
秋
に
の
時
間
を
大
切

に
使
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
、
つ
く
づ
く
思
っ

た
次
第
で
す
。

こ
の
文
章
が
お
手
元
に
届
い
て
い
る
の
は
二

月
。
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

（お
わ
り
）

編
集
後
記

ブ
ル
ー
ム
ー

ン

纐
纈
史
子

一月
二
十
五
日
雪

月
三
天


